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北方圏における総合型地域スポーツクラブ周辺住民調査結果の比較について
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Inhabitants Comparison with Research Results
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26.5 ％）， 利 用 し な い と の 回 答 も 多 か っ た（ Ｈ25：
41.4％）。一方では，運動したいとの回答は最も多く（Ｈ
25：17.2％），興味も示しており（Ｈ25：8.6％），期待度
も高くなっていた。しかしながら，利用しない理由の最
も上位が遠いとの回答であり（Ｈ25：9.3％），以前２回
の調査結果より高い数値を示した。以前２回の調査地域
も同様の半径５km圏内でありながら，札幌市厚別区か
ら遠いとの回答を多く得ていることから，さらに居住地
域を細分化した分析が今後求められる。また，回答者の
年代は，50歳代が多く，以前２回の調査と同様の傾向で
あり，希望する活動も健康体操や健康維持運動，軽運動，
体力測定であった。会費については，同封したチラシを
参考したことに起因しているのか，1500円／月や3000円
／月といった以前２回の調査ではほとんどなかった回答
も見られた。
　今後については，現在のスポルクラブのプログラムは
十分現状に見合っていると考えられるものの，新たな会
員の掘り起しをすべきか，現在のクラブ規模が適正であ
るかどうか，大学が運営するクラブの特徴として，学生
活動との調整はもちろんのこと，大学の教育システムに
何をどのように組み込むか，また，地域社会貢献をどの
程度考えるか，そして，行政や企業との連携をすべきか，
スポルクラブの役員やスタッフだけでなく，大学とも十
分な検討を重ねて行くことが必要である。
　現状のスポルクラブ活動状況については，参考資料と
して別図（チラシ裏面）を示しておく。また，掲載プロ
グラム以外の活動としては，総会，年次毎の設立記念イ
ベント，軽登山・クロスカントリースキー・スノーシュー
体験など学外イベント，指導者講習会，トレーニングルー
ム開放，クライミングウォール体験会，体力測定会，血
管年齢測定会，年末大掃除忘年会などが実施されている。
付　記
　本研究は，平成23年度から平成25年度文部科学省「私
立大学戦略的研究基盤形成支援事業」の助成を受けて実
施したものである。
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